
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
の
夏
も
広
告
電
車
が
登

場
し
ま
す
。
七
月
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
は
Ｊ

Ｒ
山
手
線
、
八
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
東
京
メ

ト
ロ
（
銀
座
線
お
よ
び
丸
ノ
内
線
）
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
一
編
成
の
電
車
が
岡
山
県
一
色
に
な
り
ま

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
わ

た
し
の
イ
チ
お
し
岡
山
」
と
題
し
た
手
書
き
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
中
吊
り
広
告
等

に
よ
り
、
岡
山
県
の
観
光

地
、
特
産
品
な
ど
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
ド
ア
横
に
は
九

月
八
日
に
封
切
り
が
予
定

さ
れ
て
い
る
「
釣
り
バ
カ

日
誌
18
」

の
ポ
ス
タ

ー
も
掲
出

し
て
、
ロ

ケ
地
と
な

っ
た
岡
山

の
イ
メ

ー
ジ
ア

ッ
プ
に

努
め
ま

す
。

昨
年
の
夏
、
東
京
に
初
登
場
し
た
期
間
限
定
の
実

験
店
舗
「
岡
山
屋
」。
く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
を

代
表
す
る
白
桃
、
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
、

旬
の
果
物
に
乗
せ
て
岡
山
の
情
報
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
銀
座
店
、
羽
田
店
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
で
は
、
県
産
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア

「
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ッ
フ
ェ
〜
桃
太
郎
か
ら
の

贈
り
物
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

岡
山
県
で
は
、
日
本
の
高
度
成
長
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

団
塊
世
代
の
方
々
の
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
、
県
内

産
業
や
地
域
の
活
性
化
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
度
は
県
内
企
業
の
求

人
情
報
を
ま
と
め
た
団
塊
世
代
向
け
求
人
情
報
集
の
作

成
・
配
布
や
、
大
阪
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会
な
ど
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
月
中
旬
頃
東
京
（
都
道
府
県
会
館
）
で
、

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に
関
す
る
情
報
提
供
や
、
各
種
の
ご
相
談

を
お
受
け
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

詳
細
は
現
在
検
討
中
で
す
が
、
九
月
上
旬
に
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
組
織
で
探
す
」
に
て

「
労
政
・
雇
用
対
策
課
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
で
、
十
月

上
旬
頃
に
新
聞
な
ど
を
通
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ：

東
京
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

電
話

○
三-

五
二
一
二-

九
○
八
一

ま
た
は
労
政
・
雇
用
対
策
課

（
担
当：

大
森
）

電
話

○
八
六-

二
二
六-

七
五
九
九
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東
京
岡
山
県
人
会

岡
山
県
で
は
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
J
R
六
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
岡
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。「『
吉
備
の
国
岡
山
』
再
発
見
の

旅
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
期
間
中
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
中
で
も
狂
言
鑑
賞
や
延
養

亭
見
学
で
大
名
気
分
を
満
喫
で
き
る
「
後
楽
園
大
名

体
験
」
や
、
映
画
等
の
ロ
ケ
地
と
し
て
人
気
が
あ
る

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
の
真
庭
「
昭
和
懐
か
し
の
学

校
給
食
」
は
好
評
を
博
し
、
多
く
の
観
光
客
の
方
か

ら
満
足
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
の
五
月
七
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で
、
映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
18
」
の
ロ
ケ
が
倉
敷

市
、
笠
岡
市
、
瀬
戸
内
市
、
鏡
野
町
、
岡
山
市
、
高

梁
市
の
五
市
一
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
開

始
か
ら
二
十
年
、
記
念
す
べ
き
二
十
作
品
目
の
舞
台

が
岡
山
県
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
映
画
「
バ
ッ
テ

リ
ー
」
に
続
い
て
地
元
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
は
美
し
い
瀬
戸
内
海
を
は
じ
め
、
岡
山
の

豊
か
な
自
然
や
、
備
前
焼
な
ど
の
特
産
品
が
ふ
ん
だ

ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
九
月
八
日

（
土
）
か
ら
の
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
は
多
く
の
方
に

映
画
を
見
て
い
た
だ
き
、
岡
山
の
魅
力
を
情
報
発
信

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
備
の
国
お
か
や
ま

Y
O
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
の
開
催

D
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
好
評
の
う
ち
終
了

「
釣
り
バ
カ
日
誌
」岡
山
ロ
ケ
│

こ
の
夏
も
、
岡
山
の
味
覚
を

首
都
圏
で

首都圏でのイベント情報

店舗名等 場 所 期 間 内 容

岡山屋銀座店
銀座三越地下1階

（中央区）

7月24日（火）～

8月27日（月）

●高品質の白桃、マスカ
ット、ピオーネ等、県
産果物の宣伝販売

●県産果物、ジャージー
牛乳を素材としたケー
キ、ジュースの販売

岡山屋羽田店

羽田空港第2ターミ

ナル2階アーツデリ

（大田区）

7月13日（金）～

9月 2日（日）

●果物、ジャージー乳製
品、トマトゼリー等の
宣伝販売

●ビデオによる観光PR

レストランフェア

ロイヤルパーク

ホテル2階東雲

（中央区）

8月 1日（水）～

8月28日（火）

※8/25（土）を除く

●県産食材を使ったレス
トランフェア

●県特産品の販売
●ポスター等による観光
PR

Ｊ
Ｒ
山
手
線
、
東
京
メ
ト
ロ
に

岡
山
県
の
広
告
電
車
が

登

場

■写真（昨年のＪＲ山手線広告電車）

■山陰山陽観光物産フェア
日時：7月26日（木）～27日（金）

場所：日本橋プラザ前イベントスペース

■岡山フェア
日時：7月27日（金）～8月2日（木）

場所：三越恵比寿店

■第7回岡山県の物産と観光展
日時：8月16日（木）～22日（水）

場所：京急百貨店

■瀬戸内・四国物産展
日時：8月30日（木）～9月4日（火）

場所：松屋浅草店

※詳細は、岡山県東京事務所へお問い合せ

ください。

■昨年度の大阪会場
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■
新
規
会
員
の
御
紹
介

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
御
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
御
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
御
意
見
・

御
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

〒
１
０
２
│

０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
│

６
│

３

都
道
府
県
会
館
10
F

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

T
E
L

０
３
│

５
２
１
２
│

９
０
８
０

F
A
X

０
３
│

５
２
１
２
│

９
０
８
３

E
-m
ailtokyo_okayam

aken@
tdfk.or.jp

http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/som
u/tokyo

首

都

圏

の

中

の

お
・
か
・
や
・
ま

竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館

平成19年度
東京岡山県人会総会

岡山県人の集い
日 時 平成19年9月7日（金）

18：00～20：00

場 所 ホテルオークラ別館地下2階
「アスコットホール」
東京都港区虎ノ門2-10-4
Tel：03-3582-0111

愁
い
を
帯
び
た
眼
差
し
、
し
な
や
か
な
曲
線
と
白
い
肌
を
持
つ
女
性
、
美
人

画
で
有
名
な
竹
久
夢
二
の
第
二
の
故
郷
と
い
え
る
の
が
伊
香
保
で
あ
る
。
夢
二

は
こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
。

夢
二
と
伊
香
保
と
の
出
会
い
は
、
少
女
か
ら
の
一
通
の
手
紙
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
。
明
治
十
七
年
邑
久
郡
本
庄
村
（
現：

瀬
戸
内
市
邑
久
町
）
に
生

ま
れ
た
夢
二
（
本
名：

茂
次
郎
）
は
、
十
八
歳
で
上
京
後
、
挿
絵
の
投
稿
を
手

始
め
に
活
動
を
始
め
た
。
自
身
の
著
作
で
は
画
才
の
み
な
ら
ず
文
才
も
発
揮
し
、

人
気
を
得
て
い
た
。
そ
の
頃
夢
二
の
も
と
に
、
伊
香
保
で
夢
二
を
み
か
け
た
と

い
う
少
女
か
ら
一
通
の
手
紙
が
届
く
。
結
局
は
人
違
い
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
八
年
後
に
初
め
て
伊
香
保
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
か

ら
は
頻
繁
に
訪
れ
、
最
愛
の
人
、
彦
乃
を
失
い
失
意
に
あ
っ
た
夢
二
の
心
を
癒

し
た
。
や
が
て
榛
名
湖
の
ほ
と
り
に
ア
ト
リ
エ
を
建
て
、
生
活
と
美
術
を
結
ぶ

こ
と
を
理
念
と
し
た
「
榛
名
山
美
術
研
究
所
」
の
設
立
を
目
指
し
た
。
し
か
し

そ
れ
は
実
現
す
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
九
年
、
五
十
一
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ

て
い
る
。
夢
二
の
伊
香
保
を
愛
し
た
心
と
、
研
究
所
を
設
立
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
美
術
品
を
作
り
、
郷
土
美
術
の
振
興
に
役
立
て
た
い
と
い
う
思
い
を
背
景

に
、「
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館
」
が
生
ま
れ
た
。

■略 歴
明治17年 岡山県邑久郡本庄村（現在の瀬戸内市邑久町）に、造り

酒屋の次男として生まれる。本名 茂次郎
明治32年 神戸中学に入学。12月中退
明治33年 福岡県遠賀郡八幡村に一家揃って転居
明治34年 上京
明治35年 早稲田実業学校に入学
明治38年 「中学世界」にコマ絵掲載
明治42年 最初の著作「夢二画集・春の巻」が発行され、夢二の抒情画

がひろく知られる。その後、生涯57冊の著作を刊行
明治44年 伊香保在住の松沢ﾐﾄﾞﾘさんの手紙により、伊香保を知る
大正1年 京都府立図書館において第１回夢二作品展覧会開催
大正3年 夢二が企画・デザインした商品を扱う「港屋絵草紙店」を

東京日本橋に開店
大正7年 京都府立図書館において第2回竹久夢二抒情画展覧会
大正8年 初めて、榛名・伊香保を訪れる
昭和5年 榛名山美術研究所建設を計画する
昭和6年 アメリカ・ヨーロッパを回る旅
昭和8年 台湾に赴く。病状悪化
昭和9年 信州富士見高原療養所にて永眠（51歳）

※年齢は数え年

■記念館「黒船館」2階

東
京
岡
山
県
人
会
女
性
部
の
平
成
十
九
年
度
総

会
と
懇
親
会
が
、
四
月
二
十
日
（
金
）、
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
人
会
女
性
部
会
員
の
ほ
か
、来
賓
と
し
て
県

人
会
役
員
、県
内
各
ふ
る
さ
と
会
会
長
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、お
互
い
の
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
会
で
は
、
昨
年
三
月
に
設
立
さ
れ
て

か
ら
一
年
間
の
活
動
報
告
、
平
成
十
九
年
度
活
動

計
画
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
後
、
会
長
の
指
名
に

よ
り
、
中
塚
愛
さ
ん
が
新
た
に
幹
事
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

参
加
者
か
ら
各
々
の
ふ
る
さ
と
P
R
が
飛
び
出
す

な
ど
、
故

郷
の
思
い

出
話
を
交

え
な
が
ら
、

和
や
か
に

女
性
同
士

の
歓
談
の

輪
が
広
が

っ
て
い
き

ま
し
た
。

東
京
岡
山
県
人
会
女
性
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平成19年度女性部活動計画

● 4月20日 総会・懇親会

● 7月10日 交流会

● 9月 7日 「県人の集い」への参加

●12月 クリスマス会・納会

記
念
館
に
は
、
夢
二
の
代
表
作
「
黒
船
屋
」「
榛
名
山
賦
」
を
は
じ
め
と
し

た
一
万
六
千
余
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
夢
二
式
美
人
画
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
表
現
に
長
け
て
い
た
夢
二
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
浴

衣
や
半
襟
、
装
幀
、
楽
譜
、
双
六
な
ど
、
普
段
の
庶
民
の
生
活
に
根
付
い
た
幅

広
い
作
品
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
見
事
に
引
き
立
て

て
い
る
の
が
、
建
物
と
そ
の
内
部
の
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
雰
囲
気
で
あ
る
。
た
く

さ
ん
の
木
々
に
覆
わ
れ
た
一
万
坪
に
も
及
ぶ
敷
地
に
、
和
と
洋
そ
れ
ぞ
れ
の
趣

の
建
物
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
洋
風
の
黒
船
館
だ
。
内
部
は
、

日
本
の
茶
道
の
心
を
取
り
入
れ
た
和
洋
融
合
の
空
間
で
、
大
正
期
に
作
ら
れ
た

照
明
器
具
や
英
国
製
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
家
具
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
大
正
ロ
マ
ン

あ
ふ
れ
る
空
気
が
う
ま
く
作
品
を
引
き
立
て
て
い
る
。
学
芸
員
の
「
夢
二
好
き

の
友
人
が
家
に
作
品
を
飾
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
く
る
。
ま
た
、
夢
二
ホ
ー
ル
で
は
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
る
ほ
か
、
喫
茶
店
「
港
屋
サ
ロ
ン
」
で
は
大
正
ロ
マ
ン
に
ひ
た
り
な
が
ら
休

憩
も
で
き
る
。
館
内
は
、
作
品
を
「
観
る
」
だ
け
で
な
く
、
そ
の
空
間
全
体
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

夢
二
が
愛
し
た
伊
香
保
の
、
穏
や
か
で
安
ら
げ
る
場
所
で
夢
二
作
品
を
一
度

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

◆
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館

蔵
造
り
の
「
本
館
」、
洋
風
の
「
夢
二
黒
船
館
」、
オ
ル
ゴ
ー
ル
や
蓄
音
器
の

展
示
・
演
奏
が
楽
し
め
る
「
音
の
テ
ー
マ
館
」、
日
本
昔
硝
子
館
「
義
山
楼
」
の

ほ
か
、
茶
室
や
手
打
ち
そ
ば
、
伊
香
保
焼
の
体
験
も
で
き
る
施
設
が
揃
っ
て
い
る
。

﹇
特
別
イ
ベ
ン
ト
﹈

○
夢
二
を
偲
ぶ
お
茶
会
　
四
〜
十
一
月
の
毎
月
一
日
開
催

○
夢
二
の
代
表
作
「
黒
船
屋
」
の
特
別
公
開

毎
年
九
月
十
六
日
（
夢
二
の
誕
生
日
）
を
は
さ
ん
だ
前
後
二
週
間

二
名
以
上
の
事
前
予
約
制
　

○
お
問
い
合
せ
　
竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館
　
電
話
〇
二
七
九-

七
二-

四
七
八
八

群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
五
四
四-

一
一
九

【榛名湖畔の夢二ゆかりの地】
■ 夢二のアトリエ　
夢二は榛名湖を一望できる場所にアトリエ
を建設し、榛名山美術研究所構想の第一歩
を踏み出した。残された3枚の写真と訪れ
た人の記憶を元に復元。

■ 夢二歌碑　
夢二の一周忌に、友人で画家の有島生馬ら
が夢二の歌からこの地にふさわしいものを
選び建立。「さためなく 鳥やゆくらむ 青
山の 青のさひしさ かきりなければ 夢」

■
夢
二
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
パ

ッ
ケ
ー
ジ
（
実
際
に
は
日
の
目
を
見
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
開
館
二
十
周
年
を
記

念
し
限
定
品
と
し
て
製
品
化
さ
れ
た
。）

■記念館「黒船館」外観 ■記念館「夢二ホール」


